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件 名

種 別

陸 上 自 衛 隊 習 志 野 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科

縮 尺

図面番号

－

仕様書番号

作成年月日

遮熱シート設置工事
３３号基本訓練場
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令和７年４月１５日

Ｃ４４



２　工事場所：千葉県船橋市薬円台３－２０－１　陸上自衛隊習志野駐屯地

件 名

種 別

縮 尺 －

図面番号

陸 上 自 衛 隊 習 志 野 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科

５　特記事項

仕 様 書

　　熱ｼｰﾄ設置工事」について必要な事項を規定する。

 (1)  本仕様書は、陸上自衛隊習志野駐屯地において実施する「３３号基本訓練場遮

 (10) 本仕様書は、当工事関係者以外に貸出、複写、回覧させてはならないものとし、

　　者の責任において補償するものとする。

 (8)　業務作業者は、その作業内容に応じ、必要な知識及び技能を有すること。また、

　　工期内に監督官へ提出すること。

　　処理及び清掃に関する法律に基づき適正に処理し、マニフェスト等の写しを契約

　　し、発生材調書とともに官側へ引継ぐこと。その他の廃材については、廃棄物の

 (12) 本工事により発生した金属類発生材については、監督官の指示する場所に集積

　　し、竣工検査前に監督官に提出すること。

　　階の実施状況、その他監督官の指示するものを撮影し、写真帳（Ａ４版）に整理

 (11) 工事写真は、施工前、施工後及び施工中の隠蔽部となる箇所や、主要な作業段

　　関連した情報が漏洩した際には、受注者が全て責任をとること。

　　することとし、万一損傷させた場合は速やかに監督官に報告するものとし、受注

 (9)　工事期間中は、駐屯地内の施設等に被害を与えないよう十分注意し作業を実施

　　者が作業を行うこと。

　　法令等により作業等を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を有する

　　りの必要が生じた場合は、監督官と調整し所要の手続きを行うこと。

 (7)　許可を受けていない場所への立入りは厳禁とする。ただし、業務に際して立入

　　の指示を遵守して行うこと。

 (6)　受注者は工事を行う場合の駐屯地への立入り及び駐屯地内での行動は、監督官

　　の検査を受け、合格したものを使用すること。

 (5)  本工事で使用する材料は、仮設材、再使用品を除き全て新品を使用し、監督官

　　の都合上、日時を変更する必要がある場合は、事前に監督官と協議すること。

 (4)　業務日時は、原則として平日の８：１５～１７：００までとする。なお、業務

　　指示に従うこと。

　　施すること。また、内容に疑義が生じた場合は、速やかに監督官と協議し、その

 (3)　本仕様書に記載なき事項で、技術上当然実施すべき事項については、確実に実

　　法令等に基づき実施すること。

　　築工事編）最新版、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版及び関係

 (2)　本工事は、設計図書に記載してある事項のほか、公共建築工事標準仕様書（建

４　一般事項

　仕様書

 (1)　共通事項

　　ア　作業実施日については、契約締結後速やかに監督官と協議の上決定すること。

　　イ　竣工後は工事場所の片付け清掃を行い竣工検査を受けること。

　　ウ　本工事における施工保証は、竣工検査合格後１年間とする。

　　エ　その他不明な点は監督官と調整の上で実施する。

１　工事件名：３３号基本訓練場遮熱シート設置工事

３　工事概要：建物天井面、壁面遮熱シート設置　１式

　３３号基本訓練場遮熱シート設置工事
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天井面遮熱ｼｰﾄ 壁面遮熱ｼｰﾄ

ｱﾙﾐ製高品質遮熱ｼｰﾄ ㈱CEE愛 PRX遮熱ｾﾌﾞﾝ

2,ｱﾙﾐ素材番号：A1235(純度99.35%以上)

3,厚さ：0.23㎜

4,接触可能温度：-30℃～80℃

5,不燃材料認定：国住参建第4368号 NM-4926

2,ｱﾙﾐ素材番号：A1235(純度99.35%以上)

3,厚さ：6.0㎜

4,接触可能温度：-30℃～70℃

5,不燃材料認定：国住参建第1982号 NM-5682

1,ｱﾙﾐ製高品質遮熱ｼｰﾄ PRX遮熱ｾﾌﾞﾝ PRO 1,ｱﾙﾐ製高品質遮熱ｼｰﾄ PRX遮熱ｾﾌﾞﾝ CH

　　イ　設置場所や寸法等は別図の通りとするが、施工前に実測等行って監督官の承

　　　認を受けること。また、設置に必要な取付金具等についても監督官にサンプル

　　　等提出して承認を受けること。

　　ウ　使用する遮熱シートは搬入時に出荷証明書１部（様式随意）を提出して監督

　　　官の承認を受けること。

　　エ　その他不明な点は監督官と調整の上で実施する。

　　ア　本工事で使用する遮熱シートは下記同等品以上とする。また、同等品を使用

 (2)　建築工事

　　　する場合は公告に示す期限までに「同等品申請書」を提出し、官側の承認を受

　　　けること。



件 名

種 別

縮 尺 －

図面番号

陸 上 自 衛 隊 習 志 野 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科
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ＪＲ総武線
東船橋

京葉電鉄

至浦安

至東京

Ｊ
Ｒ
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新
京
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東葉高速鉄道

至勝田台

習志野演習場

駐屯地案内図　S=1/Non

習志野駐屯地

　駐屯地案内図

　３３号基本訓練場遮熱シート設置工事

3 / 6



件 名

種 別

縮 尺

図面番号

陸 上 自 衛 隊 習 志 野 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科

　駐屯地配置図

1/3,000

駐屯地配置図　S=1/3,000

正門

警衛所(受付)

工事場所：33号基本訓練場

　３３号基本訓練場遮熱シート設置工事
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UP UP

鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ

鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ

点線部：鋼製訓練台

650 4,100 900 4,100 900 3,550 5,800

20,000

2
2
,
0
0
0

650 4,100 900 4,100 900 4,100 900 4,100 250

20,000

鎖線部：天井面遮熱シート設置場所 20.0m×22.0m=440㎡

床

壁

天井

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し、一部玉砂利敷込t=250

H≦1,000 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

H＞1,000 塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=0.4

(一部)C-100x50x20x2.3 @450下地の上、ｹｲｶﾙ板t=8+8

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=0.8 折板葺 山高H=165

無機質断熱材 t=5裏打ち

既 存 仕 上 表

設置平面図(天井面)　S=1/200

件 名

種 別

縮 尺

図面番号

陸 上 自 衛 隊 習 志 野 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科

　３３号基本訓練場遮熱シート設置工事

　設置平面図(天井面)

1/200
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件 名

種 別

縮 尺

図面番号

陸 上 自 衛 隊 習 志 野 駐 屯 地 業 務 隊 管 理 科

　３３号基本訓練場遮熱シート設置工事

　設置立面図(西側壁面)

1/100

設置立面図(西側壁面)　S=1/100

鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ 鋼製ｼｬｯﾀｰ

3
,
7
5
0

1
1,
5
0
0

1
5
,
2
5
0

床

壁

天井

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し、一部玉砂利敷込t=250

H≦1,000 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B種)

H＞1,000 塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=0.4

(一部)C-100x50x20x2.3 @450下地の上、ｹｲｶﾙ板t=8+8

塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=0.8 折板葺 山高H=165

無機質断熱材 t=5裏打ち

既 存 仕 上 表

排煙窓

650 4,100 900 4,100 900 3,550 5,800

20,000

鎖線部：西側壁面遮熱シート設置場所 20.0m×11.5m=230㎡
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